
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月号  

 寒さが続く中にも、日差しのやわらかさに春の訪れを感じるようになりました。道

端の鮮やかな梅の花が、季節の移ろいを伝えてくれるようです。 

 少しずつ温かくなり花粉飛散シーズン突入、低年齢での発症が増加していま

す。症状を悪化させないために、花粉を避けて、体内に入れないことが予防の基

本です。外出時はマスク・メガネ・帽子で対策しますが、外遊びをする子どもには

困難です。ご自宅で花粉を持ち込まないために、帰宅時は花粉を払い(ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚ

ｰｶｰなどﾂﾙﾂﾙした上着がお勧め)、洗顔や入浴で付着した花粉を洗い流し、それ

をご家族皆さんで行うとことが大切です。また早めの受診で内服などを開始す

る、飛散量の多い時は外出を控えることで悪化を防ぐことができます。 

 

 

 
 

 

感冒

その他ﾞ

1月利用児病名割合

2026 年 第６週 伊集院保健所感染症情報 

予約受付時間７：３０～２０：００(月～土) 

(日・祝日を除く） 

病児病後児保育あいあいきっず 

ＴＥＬ ２６―０４０４ 

不明点等、ご連絡下さい(^-^) 

2 月 4 日は風しんの日 

風しんは風疹ｳｲﾙｽに感染することで発熱やリンパの腫れなど

が現れる疾患です。子どもが罹った場合は比較的軽症で済むこと

が多いが、大人が罹った場合は症状が重くなることがあり、また妊

娠初期の妊婦さんが感染すると、生まれてくる赤ちゃんに障害が

起こることがあり注意が必要です。 

県内では、妊娠を希望する女性や、 

その同居家族を対象とした風疹抗体 

検査を無料で実施しています。 
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